松阪市景観アドバイザー
　本市では、市の美しい自然や豊かな歴史文化が残る誇りある景観を保全、再生、創出し、それらを次の世代に継承していくため、「松阪市景観計画」を策定し、良好な景観まちづくりを進めております。

　こうした中で景観計画に基づく景観づくりを推進し、地域の良好な景観に対する取組を支援するため、「松阪市景観アドバイザー」制度を設けております。

この制度を活用し、魅力的なまちづくりを進めましょう。

景観アドバイザー制度について

	１．目　的
	市の良好な景観の形成の推進を図るため必要な事項を調査し、又は景観に関する市民活動や建築物等の景観形成基準への適合等について専門的な見地から助言、指導等を行うことを目的としています。

	２．設置根拠

	松阪市景観条例第20条

	３．委員数
	５名以内



	４．任　期
	２年（再任は妨げない。）



	５．業　務
	松阪市景観規則第22条

1 景観法の届出を要する行為に関する景観上の相談を行います。

2 地域の景観づくりを応援するために専門的な見地から助言や指導を希望されるグループや団体に景観アドバイザーとして派遣します。

3 市の景観指導に対する技術的指導及び助言を行います。

4 市の良好な景観の取組等において必要な事項を調査し、技術的な支援及び助言を行います。

※相談等については、専門家の立場からのアドバイスを行なうもので、実際に設計やデザインを行なうものではありません。

	６．合　議
	松阪市景観規則第23条

　景観アドバイザーは、上記の業務において、良好な景観の形成上重要である場合や単独で判断することが困難であると認めるときは、他の景観アドバイザーと合議することができます。








